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日本の自動車産業の競争力強化を目指す
MBD(Model based Development)の意義



日本はすり合わせが得意というが、国全体、業界全体で
ベクトルを合わせて行くというのは苦手なのではないか?

欧州と何が違うのか自動車業界を通して考察
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• 内燃機関関係ではアーヘン工科大学の卒業生が業界横断で強い結束力をもって技術の
方向性などを決める 例 過給ダウンサイジング、 DCT、 （Diesel Gate?）

• 協調領域、共通領域の範囲が広い 各社は競争、独自価値に力を注げる

• 世界中の自動車会社に入り込んでいる強力な大学発のエンジニアリングサービスプロバ
イダーが多数存在し多くの欧州企業の開発を肩代わりしてきた

• 産側のニーズをよく知っているのでどこにでも通用するツールなどを開発販売
• 大学所属の立派な設備を持った研究機関が学生を即戦力に育て企業に送り込む
• 大学は産業側のニーズをしっかり取り込んで研究

欧州は

日本は何でも自前でやる、独自のものを作るというのが弱点に
なっているのではないかという問題意識



日本も横の連携を高めて生産性を上げないと勝てない

このような問題意識からALL JAPANで内燃機関とト
ランスミッションの協調領域を拡大する動き

AICE、TRAMI

カーボンニュートラル、CASE等やることだらけ
の今、さらにこの必要性は増している



エンジン、トランスミッションだけでなくつながる領域を拡大
するにはどうするか

MBD

独自価値を狭くとらえすぎて何でも競争だと考えるのは
非効率ではないか
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MBDの効能

• 一度やった仕事はモデルにすれば自分だけでなく、他の人も同じ苦労をしなくて済む。
• 経験に頼ると経験知は個人に帰するがモデルなら多くの人が同じようなレベルに到達でき

る可能性が上がり組織としての開発力が上がる。
• 大ベテランの経験知で個人に帰するとされていたものもモデルにしようとすれば継承可能

になるはず
• モデルにしようとすればメカニズムを徹底的に考えるようになるので技術力が格段に向上す

る
• 異分野間でも共通の技術課題が明確になり一緒に取り組んで開発生産性向上

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる
• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので発想が広がる
• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
• MBDが当たり前になれば若手などのまだ実績がそれほどない人の提案でも通りやすくなる

• モデルでつながればサプライアーさんまでが同じ会社のように仕事がつながる
• つながるためのルールつくりなどをするようになるので良いプロセスが構築できる

• 一度やった仕事はモデルにすれば自分だけでなく、他の人も同じ苦労をしなくて済む。
• 経験に頼ると経験知は個人に帰するがモデルなら多くの人が同じようなレベルに到達でき

る可能性が上がり組織としての開発力が上がる。
• 大ベテランの経験知で個人に帰するとされていたものもモデルにしようとすれば継承可能

になるはず
• モデルにしようとすればメカニズムを徹底的に考えるようになるので技術力が格段に向上す

る
• 異分野間でも共通の技術課題が明確になり一緒に取り組んで開発生産性向上

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる
• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので発想が広がる
• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
• MBDが当たり前になれば若手などのまだ実績がそれほどない人の提案でも通りやすくなる

• モデルでつながればサプライアーさんまでが同じ会社のように仕事がつながる
• つながるためのルールつくりなどをするようになるので良いプロセスが構築できる
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例
三角形の面積を測るという仕事
毎回方眼紙を当ててマス目を数えるか?公式（モデル）を編
み出せば次からは簡単
みんなが毎回公式や法則を見出していたら進化はない

料理ならおいしいものができたときにはそれをレシピ（モデル）と
して残すようなもの

• 一度やった仕事はモデルにすれば自分だけでなく、他の人も
同じ苦労をしなくて済む。
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• 経験に頼ると経験知は個人に帰するがモデルなら多くの人が同じよう
なレベルに到達できる可能性が上がり組織としての開発力が上がる。

• 大ベテランの経験知で個人に帰するとされていたものもモデルにしよう
とすれば継承可能になるはず

経験知と実機に頼る開発 モデルとデジタルによる開発
技術レベル 技術レベル

時間

先人

後継

先人

後継

時間
• モデルにしようとすればメカニズムを徹底的に考えるようになるので

技術力が格段に向上する
• ベテランがいろいろ経験して俗人化した知識を広く展開するのに

も使えるはず（より多くの人に伝えやすいはず）

自分の仕事も勿
論モデル化するこ
とで成⾧率向上
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熱流

変形

破壊
損傷

連
携
技
術

（
熱
流
・
構
造
）

生産も開発も、モデルベース開発という共通言語の下に技術課題を
持ち寄ると物理特性で見れば扱っている課題は同じということに気づく

• 異分野間でも共通の技術課題が明確になり一緒に取り組んで開
発生産性向上

物性値を変えれば同じように使える
共同で開発すれば効率的
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MBDの効能
• 一度やった仕事はモデルにすれば自分だけでなく、他の人も同じ苦労をしなくて済む。
• 経験に頼ると経験知は個人に帰するがモデルなら多くの人が同じようなレベルに到達でき

る可能性が上がり組織としての開発力が上がる。
• 大ベテランの経験知で個人に帰するとされていたものもモデルにしようとすれば継承可能

になるはず
• モデルにしようとすればメカニズムを徹底的に考えるようになるので技術力が格段に向上す

る
• 異分野間でも共通の技術課題が明確になり一緒に取り組んで開発生産性向上

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる
• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので発想が広がる
• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
• MBDが当たり前になれば若手などのまだ実績がそれほどない人の提案でも通りやすくなる

• モデルでつながればサプライアーさんまでが同じ会社のように仕事がつながる
• つながるためのルールつくりなどをするようになるので良いプロセスが構築できる



技術開発段階（モデルが充足すれば物などなくてもできる）

モデルを用いて素早く多岐に渡ってアイディアの検証
（素早く検証できればアイディア創出力も向上）

サプライアー等とのニーズ、シーズのやり取りも物がない段階
からできる
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新技術と言えども組み合わせがほとんど。モデルが
充足してくれば新技術の発想検証も容易

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる

• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので
発想が広がる



車は一つの大きなシステム つながっている 一つを変えれば多機能へ
必ず影響する

物などないうちの全体最適化構想がその後の開発効率化、手戻り
防止の最重要課題

プロジェクト構想段階

全体構想モデルを用いて目標作り、目標達成シナリオ、目標分担、
全体最適
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重量

燃費

走り

コスト

排ガス
冷却性能

パッケージ

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる
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開発初期の燃焼室形状
実験

熱
発
生
率

燃焼波形

異常な燃焼
（強ノック）が発生

発生原因はなにか?高速で
は可視化もできず

SKYACTIV-X

圧縮着火燃焼への適用例

• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので発想が広
がる

• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
• MBDが当たり前になれば若手などのまだ実績がそれほどない人の提案

でも通りやすくなる
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異常燃焼発生のメカニズムはわかった

では、なぜ火炎の伝搬が遅いところが出るのか?

CAEによる燃焼解析～メカニズム解明

点火 火炎伝搬

異常燃焼発生
火炎の伝搬が遅く、
取り残される箇所あり

圧縮着火燃焼への適用例
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燃焼室形状の工夫など

→流動と噴霧を最適化
↓

火炎伝搬の均質化を
助ける形状を、
CAEで検討

点火直後の流動を解析

「空気の流れが、火炎の伝搬を阻害している」、というメカニズムが判明

初期火炎

圧縮着火燃焼への適用例

火炎伝播を均質化する流動を作ればいい。

若手でも次を決める大きな提案ができ、それが通る



品質工学的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

シリンダーブロック
非線形
FEM構造解析

入力M

信号因子

ﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ軸力
+熱ﾘｸﾞ時温度
（調合因子）
Max/Min

特性値

誤差因子

制御因子

接合強度
Max/Min

ライナ変
形量

出力Y

水準1 水準2 水準3

ﾃﾞｯｷ仕様 Open Close -

W/J深さ

C/B深さ

ﾊﾞｯｸﾒﾀﾙ厚さ

ﾗｲﾅｰ厚さ

外壁厚さ

ﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄﾈｼﾞ掛かり代

ﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ穴径（穴幅） 大 小

a1 a2 a3

b1 b2 b3

c1 c2 c3

d1 d2 d3

e1 e2 e3

f1 f2 f3

田口メソッド適用（実機では不可能）→モデル化できているとこういうこ
とまでやってみる気になれる!!
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タグチメソッドの適用

例 オイル消費低減

• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
作るのが大変でパラメーターの数が多いもの



効果的な制御因子を把握し全ての機種に展開
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タグチメソッドの適用

• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
作るのが大変でパラメーターの数が多いもの
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MBDの効能

• 一度やった仕事はモデルにすれば自分だけでなく、他の人も同じ苦労をしなくて済む。
• 経験に頼ると経験知は個人に帰するがモデルなら多くの人が同じようなレベルに到達でき

る可能性が上がり組織としての開発力が上がる。
• 大ベテランの経験知で個人に帰するとされていたものもモデルにしようとすれば継承可能

になるはず
• モデルにしようとすればメカニズムを徹底的に考えるようになるので技術力が格段に向上す

る
• 異分野間でも共通の技術課題が明確になり一緒に取り組んで開発生産性向上

• モデルなら物がないうちから開発可能 システム検討までできる
• モデルを使ってデジタルで開発すれば結果が出るのが早いので発想が広がる
• モデルにすれば実機では不可能な検討も可能
• MBDが当たり前になれば若手などのまだ実績がそれほどない人の提案でも通りやすくなる

• モデルでつながればサプライアーさんまでが同じ会社のように仕事がつながる
• つながるためのルールつくりなどをするようになるので良いプロセスが構築できる



社給部品モデル流通トライアルの概要○社給品一覧 （インパネ衝撃解析モデル）

モデル流通トライアルの狙い
・効率化（期間短縮・工数削減）

・解析精度向上
対象部品の選定

・ヘッドインパクト性能に影響する部品

OEM,サプライアー共創事例（ダイキョーニシカワとマツダ）
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• モデルでつながればサプライアーさんまでが同じ会社のように仕事がつ
ながる

• つながるためのルールつくりなどをするようになるので良いプロセスが構
築できる



概要 部品種別毎の修正部品件数
モデル作成ルールの統一 マツダHUB体制の構築暗号化技術

トライをすることでつながるための改善点が見えてきている。
大きな効率改善目標を目指している

OEM,サプライアー共創事例（ダイキョーニシカワとマ
ツダ）

MBDの効能
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small

Gen. N-
2 

<数値化の考え方>

※Base：(Body Type × エンジン × TM × DT ＋ 新規付加価値) × 仕向け × 生産拠点

・Body Type：新型 1 / 派生 0.3

・エンジン：新型 1

・TM/DT：1としてカウント

・仕向け：ベース 1 / 派生 0.25(車開本)+0.2(PT開本)

例(J71E)：((1+0.3) ×3× 1 × 1 ＋ 1) × (1+(0.25+2) × 3) × 1 = 11.52

マツダにおける開発生産性向上効果

MBD充実度

生産性は車の世代ごとに進化し15－20年前の2-3倍程度にはなっている（技
術は複雑で高度化しているにもかかわらず）

世代 N世代 N-1世代 N-2世代 N-3
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MBDの効能



MBD推進センターを設立しまし
た

業界関連企業がモデルでつながれば前述
の効果がALL JAPANで享受できる

モデルベース開発を全国に展開するために
MBD推進センター（JAMBE)発足
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MBD推進センターの役割

SURIAWASE2.0の実現を目指し、MBD普及推進、モデル流通推進、協調領
域拡大に向けた取り組みを実施

MBD推進センターの
設立趣旨

【MBD普及推進】

MBD普及に係る各機関の
横串機能と情報の一括発信

【モデル流通推進】

ガイドラインの構築と
国内諸活動のワンボイス化による

国際連携窓口機能

【協調領域拡大】

新たな協調領域の設定による
各社困りごとの解決
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モデルを用いた高度なすり合わせ開発 SURIAWASE2.0

研究、開発初期段階からデジタルですり合わせ可能にする。これにより、全体最適で高度な
モノづくりを、手戻りなく最高効率で行うことができる。モビリティ社会の最先端の開発コミュニ
ティとなる。

MBD推進センターの概要



ロードマップと課題

立上期
2021～2023

拡大期
2024～2030

安定自走期
2031～203x

準備期
2021

•エンジニアリングチェーン全体がモデルで有機的につながり、新しい
価値が次々に創造される

OEM/大手部品メーカーのみならず中小部品メーカーでのMBD•OEM/大手部品メーカーのみならず中小部品メーカーでのMBD
の普及/流通が加速し効率化を実現

•アカデミアにもMBRが普及

•主要なOEM/大手部品メーカーにおいてMBDが普及
•中小部品メーカーにおいてもMBDの認知が拡大

•運営開始
•基本的機能の整備が完了

MBD推進センターの概要
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早く効能を広く知りわたらせたい
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会員区分と役割

MBD推進センターが活動する上で期待する役割に応じて、異なる8つの会員区分を設定

10

11

40

11

8

1

3月

MBD推進センターの概要

10

15

49

15

16

2

9月

1

合計

2022年会員数

10881

会員区分と会員数

ビジネスに直結するパートナー会員にビジネス拡大のために中小企業
と酔い実例を作って課題の把握と広く認知させるところを主体的に担
っていただきたい
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大変革の時代

Carbon Neutral推進のための規制によるEV化促進で
ITジャイアントはじめ新興企業の自動車業界参入

CASE対応

車が高くなる（バッテリーコスト,炭素税、罰金対応、規制強化
対応、通信、、、）新規参入者により競争軸が変わる 利益を
得る形態が変わる
やることが増える、人材不足・・・・



• 販売用の店舗はもっていない ディーラーマージンが不要 そ
の分価格を下げられる

• あるのはショールームと極少ないサービスセンター
• 販売はオンライン 費用は掛からず顧客データはしっかり手に

入る
• 広告宣伝費ゼロ （社⾧が広告塔およびSNS利用）
• エクステリアのモデルチェンジをしないでインテリアとsoftwareア

ップデートのみで済ませている（OTAでソフトのアップデートで
課金）

テスラ

テスラ以外では工場も持たないというところもある
新規参入者は身軽
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大変革の時代



デザイン、新技術

かけた工数、お金

顧客に独自価
値を提供してい
るとは思えない
領域

• 大きな独自価値を生むとは言えない所への人材とお金の投資
• 数年毎に大きな投資のフルモデルチェンジを施すハード中心の機能進化

形を変えるための仕事 他社に劣らないための仕事

自前化、手の内化による低コスト化

今までの自動車業界は何をしていたか?

独自の顧客価値
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• 知恵よりも汗の組織、人事評価制度、業務 張り切って新しい価値を
創造するのを助⾧するシステムと真逆

大変革の時代に向けて日本の現状



ITジャイアント等の新規参入者の本当の脅威、最大の違いは使っ
ている時間とお金の中身の差
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多くの優秀な人が、
多くの人を振り向かせる仕組み、多くの人が（自分たちのために）客を集めて
くれる仕組み、一旦関係すると離れがたくする仕組みを考え続けている
従来の自動車業界が多くの時間とお金を使ってやってきた形を作る、変えると
いう作業は外注。

お客様価創出量/投資（人，金）

これの最大化を目指す新規参入者に勝てるか?

開発者が顧客に何を新たに提供したいかを頭に描いて開発してい
るか?
しているというならそれは今までの延⾧に過ぎないものではないか?

大変革の時代に向けて日本の現状
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独自価値領域
多くの人を引き寄せる
多くの人が喜んで協力してくれる
離れられなくする

顧客に独
自価値を
提供してい
るとは思え
ない領域

ハー
ド

ソフ
ト

自動車
業界

この構図で自動車業界に参入してくる

ハード ソフト

IT業界

大変革の時代
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仕事の価値観の変革、意識の変革が必要

一番ピンを選択し集中する

この脅威を利用してパラダイムシフト!!

独自価値を生むところに時間とお金を集中
（独自価値を生まないところは種類を絞りスマートに効率的に）

やることは減らしたうえでDigitalで効率化しリソースをDigital活用のスキル向
上にむけ、新価値、独自価値創出へとつなげる
これで実現するマインド変革、プロセス変革、ビジネス変革がDX

大変革の時代



＝次世代の原資

対象の部品、システムがモデル化
できる

品質確保
低コスト化

全体がつながるロジックができる

機能集約、全体最適の検討、目
標設定、配分が初期にできる

商品は減らさず
仕事を減らす

⾧時間労働がなくなる

試作の数が減らせる

費用抑制、削減

メカニズムがわかる

技術力向上、機能確保できる

収益向上

すぐに実機に頼らずによく
考えて開発。類似技術の
展開、組み合わせ開発は
モデルとロジックで

仕事が円滑に進む

世界的に不足するソフトウェアエンジニア、
data scientist、AIエンジニア等々へ
転換 人材育成、やる気の醸成

残業をなくして自分を磨く時間を作る

実機検証エンジニ
アの必要数が減る

MBD

MBDで将来の原資を創出
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しっかりとした構想を練った上
で開発に取り掛かりMBDで
いつも苦労しているところを繰
り返さないようにする



独自価値領域

顧客に独自価
値を提供して
いるとは思えな
い領域

ハード ソフト

ハード ソフト

「独自価値を生むところに時間とお金を集中」

シフト

再利用する（hardもsoftwareも）

MBD 業界でルール合わせ、みんなが
モデルを作り組み合わせでできるように

独自価値につながらないものには作るところに
なるべく時間をかけない
価値につながるところもむやみに新しくしないと
いう視点も必要

協業
専業メーカーが作っているものは使う
レゴブロック開発

⾧く使えるようにする

低コスト化ばかりに時間を使わない

現状

パラダイムシフト後
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大変革の時代



1. MBDで徹底的に現状業務を効率化 将来の原資を得る
2. 独自価値を生むところに時間とお金を集中

お客様価値の創出量/投資（人，金） の最大化

自動車業界だけの問題でしょうか?

まとめ

3. 販売店舗や工場は強みに変える方法を考える
4. 人事制度の変革 汗＜知恵 を実行
5. 思い切った発想を促す制度、風土作りも必須 日本はここが弱いの

ではないか
6.  残業のない会社にして個人を磨く原資を
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ものつくりを否定しているのではありません、ものつくりそのものに価値
があるというところにとどまらずそれを独自価値創出につなげて考えて
みるべきではないでしょうか。
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ご清聴ありがとうございました


